
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 曜 学校行事

1 水 セーフティーネットの日・大掃除/委員会・ＡＬＴ来校

2 木 願いよ届け七夕集会・フッ化物洗口

3 金

4 土 七夕まつり 七夕まつり

5 日

6 月

7 火 　　　　　　　　　　　　　　　　

8 水 クラブ

9 木 フッ化物洗口

10 金 ベルマーク回収・ 学校保健安全委員会（13:40～） 城東同推協総会（新南小）

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木 給食終了 岡の宮祭

17 金 終業式　　 岡の宮祭

18 土

19 日

20 月 海の日

21 火 個人懇談（9:00～12:00）

22 水 個人懇談（9:00～12:00）

23 木 プール開放開始

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

校外・PTA関係行事等

夏季休業スタート　ラジオ体操開始（～８／1）

学校評議員・学校関係者評価委員会

個人懇談会のお知らせ 
 

 本年度も下記の日程で個人懇談を行います。両

日とも午前中の予定です。詳しい時間等は、担任

より後日お知らせいたします。 

 

7 月 21日(火)・22日(水)  全学年 

七夕まつりお知らせ 
 

 今年も子どもたちが大変楽しみにしている七夕

まつりが７月４日（土）に開催されます。PTA、地

域の方々、学校が力を合わせてまつりを行い、子

どもたちの思い出に残るものにしたいと考えてお

ります。ご協力よろしくお願いいたします。 

防犯について     
 最近、不審者等に対する子どもたちの防犯を強

化しております。合言葉は「イカのおすし」です。

「知らない人にはついていかない。」「知らない人

の誘いにのらない。」「危なかったらおおごえでさ

けぶ。」「人のいるところへすぐに逃げる。」「周り

の大人にしらせる。」をご家庭でも確認してくだ

さい。 

学校前の道路について 
 毎日の登下校に合わせ、７:３０～８：３０と、

１４:３０～１５:３０の時間帯は、車両は通行す

ることができません。都合で送り迎え等が必要な

場合もあるかと思いますが、ご理解いただけるよ

うお願いいたします。 

 

 

社会見学で得たものは 
 

毎年、市内のどの学校でも、5 年生は神戸・大阪方面の社会見学を実施しています。５年生で学習する運輸・情報

等に関する基本見学コースを決め、市内の学校で日程等を調整しながら交通等の手配を行い、各学校が状況に合わせ

て微調整を行います。本校では、6 月 19 日に実施し、今年は「人と防災未来センター」「朝日新聞海老江工場」を見

学しました。 

「人と防災未来センター」では、阪神・淡路大震災の教訓を伝え、減災のために私たちが今なすべきことを考えさ

せる仕掛けが多くなされていました。震災を実際に経験された語り部の方の話をお聞きしたり、・地震が実際に起きた

５時４６分の各地の様子を再現した映像や復興に向けた映像を見たりする中で、今いるこの地で大きな地震が起きた

ことを実感しました。バスで通った高速道路も倒れてしまったのだと想像すると、今ここに人が生きている不思議さ

と感謝がこみあげてきました。子どもたちも地震の恐ろしさとともに、人の強さも実感したことと思います。そう遠

くない将来に発生するとされている大地震や津波ですが、備えは万全でしょうか。改めて自分には何ができるのかを

考え、必要なことを実現するよう実行することが大切です。避難場所はご家族で相談されていますか。避難の際に持

ち出すものは確認されていますか。斯く言う私は「今日こそ避難持ち出し袋の中身を確認するぞ」と毎日思っている

始末です。日々の生活の中で、防災・減災の意識を常に強く持つのは難しいかもしれません。しかし、私たちがそれ

ぞれの命を守るために一日でも早く備えることが必要です。５年生の子どもたちとともに、学習させていただきまし

た。 

「朝日新聞海老江工場」では、新聞印刷の様子を中心に見学しました。少しでも情報を早くわかりやすく伝えるた

めの高速で美しい印刷性能を備えた印刷機や運搬の仕組み等を間近で見学し、その技術の素晴らしさに驚くばかりで

した。丁寧でわかりやすい説明やコース設定も見事でした。印刷したばかりのインクの匂いも新しい夕刊をいただい

て、いつも見ている新聞の見方が違ってくる気がしました。情報伝達のために技術を開発し、常によりよいものを求

めてたゆまず改良を加えることで、このような技術発展があり、普段何気なく見ている新聞にも多くの人の関わりが

あることを実感しました。 

安全に一日を過ごせたことや、往路のバスの中では、ガイドさんの素晴らしい案内・説明で十分に学習することが

できたのも有難いことの一つです。そして、帰路のバスは、元気で楽しくみんなが一つになるという広瀬の子どもた

ちらしさのあふれた時間を過ごしました。丸１日をかけての社会見学ですが、実際に見て触れて実感する中身の濃い

学習ができたのではないかと感じています。 

 

学校長 酒井 千佳 
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